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また自動貨車の停車状態で運転することを前提とし
て，動力は自動車エンジンを転用するのでエネルギ消費
をエンジン出力 40 馬力に見合うことが求められていた。
さらに自動車上に装備するため，運行停止に対しバラン
スのとれた配置，総重量が求められしかも汽車輸送の際
トンネルを通過できる外形寸法を持つこと，運転中の車
体振動に耐えて液酸製造が可能であることなど多くの設
計上の制限が加えられていた1）。単純な据え置き式の装
置よりはるかに難しいものであったと想像され，なるほ
ど輸入した装置による技術導入では解決できない独創性
を要求されるものであったであろうと想像する。
1934 年（昭和 9年）10 月，この装置によりはじめて

液体酸素を抜きだしたと記録されている。写真 1は装
置一式の地上配列








